
1 大平町地域協議会だより

第
9
回
・
第
10
回

　
　
　
　
　
大
平
町
地
域
協
議
会
開
催

★大平町地域協議会だよりは、市のホームページにも掲載しております。

地域協議会だより地域協議会だより

　
　
　
　
　
　

　
各
団
体
の
役
員
改
選
等
に
伴
い
、４
月
25
日
付
で

今
井
卓
氏
と
藤
﨑
英
治
氏
が
地
域
協
議
会
委
員
に

新
た
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。（
敬
称
略
）

新
委
員
紹
介

新
委
員
紹
介

4月5日（土）、6日（日）、
「おおひら桜まつり」が開催
されました。

2014年5月  第32号

栃
木
市
認
定
農
業
者
協
議
会

大
平
支
部

　
今
井
　
卓

大
平
町
商
工
会

　
藤
﨑
　
英
治

　
２
月
21
日
及
び
３
月
20
日
、
第
９
回
と
第
10
回

の
大
平
町
地
域
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
第
９
回
の

会
議
で
は
、
大
平
町
区
長

の
選
任
に
関
す
る
意
見
聴

取
と
、
蔵
タ
ク
・ふ
れ
あ
い

バ
ス
に
関
す
る
報
告
が
あ

り
、
第
10
回
の
会
議
で

は
、
本
協
議
会
か
ら
提
出

さ
れ
た
意
見
書
に
対
す
る
市

の
回
答
書
に
関
す
る
こ
と
等

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
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蔵
タ
ク・ふ
れ
あ
い
バ
ス
の

　
利
用
状
況
及
び
本
格
運
行
の

　
　
　
　
　
　
　
実
施
に
つ
い
て

　    

【
生
活
環
境
部
交
通
防
犯
課
】

　
蔵
タ
ク
及
び
ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
利
用

状
況
と
平
成
26
年
４
月
か
ら
本
格
運
行

に
移
行
（
平
成
25
年
度
は
試
行
運
行
）

す
る
こ
と
に
つ
い
て
担
当
課
か
ら
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

蔵
タ
ク
・
ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
利
用
状
況

①
蔵
タ
ク

　
【
利
用
登
録
者
数
】

　
　
１
３
，
３
０
８
人

　
　
　
　
　
　
（
Ｈ
25
年
12
月
末
現
在
）

　
【
１
日
当
た
り
平
均
利
用
者
数
】

　
　
２
３
１
．
９
人

　
　
　
　
（
Ｈ
25
年
４
月
〜
12
月
平
均
）

②
ふ
れ
あ
い
バ
ス

　
　
　
　
　
　
（
Ｈ
25
年
４
月
〜
12
月
）

●
部
屋
線

　
【
１
日
当
た
り
平
均
利
用
者
数
】

　
　
１
１
３
．
０
（
人
／
日
）

　
【
１
便
当
た
り
平
均
利
用
者
数
】

　
　
５
．
９
（
人
／
日
）

　
【
平
均
乗
車
密
度 

】

　
　
1
．
8

《
報
告
事
項
等
》

地
域
協
議
会
か
ら
提
出
さ
れ
た

　
　
意
見
書
に
対
す
る

　
　
　
　
市
の
回
答
書
に
つ
い
て

　【
総
合
政
策
部
地
域
ま
ち
づ
く
り
課
】

《
報
告
事
項
等
》

●
藤
岡
線

　
【
１
日
当
た
り
平
均
利
用
者
数
】

　
　
４
３
．
１
（
人
／
日
）

　
【
１
便
当
た
り
平
均
利
用
者
数
】

　
　
２
．
４
（
人
／
日
）

　
【
平
均
乗
車
密
度
】

　
　
０
．
６

※
平
均
乗
車
密
度

　
始
点
か
ら
終
点
ま
で
平
均
し
て
常
時

　
バ
ス
に
乗
っ
て
い
る
人
数

　地
域
公
共
交
通
運
行
実
施
計
画

◇
本
格
運
行
に
伴
う
主
な
変
更
点
等

【
運
賃
の
設
定
】

　
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、
老
人
福
祉

　
セ
ン
タ
ー
等
の
利
用
者
の
運
賃
に
つ

　
い
て
は
、
試
行
運
行
期
間
と
同
様
の

　
150
円
で
据
え
置
き
ま
す
。

【
自
由
乗
降
制
度
】

　
安
全
面
で
支
障
の
な
い
区
間
に
つ
い

　
て
は
、
運
行
ル
ー
ト
上
で
あ
れ
ば
停

　
留
所
以
外
の
場
所
か
ら
乗
降
で
き
る

　
自
由
乗
降
制
度
を
導
入
し
ま
す
。

　
【
定
期
券
】

　
学
生
の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、
通

　
学
定
期
の
料
金
を
安
価
に
し
ま
し
た
。

　
　
　
《 

算 

出 

式 

》

　
基
準
運
賃
×
30
日
×
２
往
復
×
0.6

　
　
　
　
　
　
　
←

　
基
準
運
賃
×
30
日
×
２
往
復
×
0.5

　
【
停
留
所
の
新
設
等
（
大
平
地
域
）】

●
部
屋
線

　
新
設
…
ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
大
平
店
前

　
　
　
　
大
平
郵
便
局
前

　
移
設
…
Ｊ
Ｒ
大
平
下
駅

　
廃
止
…
西
地
区
公
民
館
入
口

●
藤
岡
線

　
新
設
…
ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
大
平
店
前

　
　
　
　
大
平
郵
便
局
前

　
廃
止
…
滝
沢
ハ
ム
デ
リ
カ
工
場
前

　
名
称
変
更
…
桐
屋
商
店
前

　
　
　
　
　
　

    

←

　
　
　
　
　
　
ロ
ー
ソ
ン
栃
木
川
連
店
前

　
平
成
25
年
８
月
31
日
に
大
平
町
地
域

協
議
会
が
提
出
し
た
意
見
書
に
対
す
る
市

の
回
答
書
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

（
意
見
、
回
答
と
も
要
旨
の
み
掲
載
）

学
校
施
設
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

意
見　
前
年
度
の
意
見
書
で
、
教
育
予

算
の
充
実
を
要
望
し
、
前
向
き
な
回
答

を
い
た
だ
い
た
が
、
現
場
を
見
る
限
り
、

何
ら
変
化
は
見
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
学
校
施
設
の
安
全
対
策
は
、
施
設
管

理
者
の
責
務
な
の
で
、
万
全
の
体
制
を

構
築
す
る
よ
う
要
望
す
る
。
特
に
左
記

の
点
に
は
特
段
の
配
慮
を
願
う
。

（
１
）高
木
対
策

　
大
平
地
域
の
学
校
に
は
、
通
常
の
高

所
作
業
車
で
は
対
応
で
き
な
い
様
な
高

木
も
あ
り
、
枝
の
落
下
等
の
危
険
に
直

面
し
て
い
る
学
校
が
複
数
あ
る
。

　
特
に
、
大
平
東
小
学
校
で
は
昨
年
、

数
回
枝
が
落
下
し
て
お
り
、
早
急
な
対

応
を
願
い
た
い
。

第
９
回
大
平
町
地
域
協
議
会

第
10
回
大
平
町
地
域
協
議
会

堤
区
長
が
再
任
さ
れ
ま
し
た

　
平
成
26
年
３
月

で
任
期
満
了
と

な
っ
た
大
平
町
区

長
に
、
４
月
１
日

付
で
堤
区
長
が
再

任
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
、
平
成
27
年
３
月
31
日
ま

で
で
す
。
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（
２
）安
全
対
策
に
係
る
迅
速
か
つ
柔
軟  
　
　
な
対
応

　
組
織
の
一
元
化
に
よ
り
、
危
険
箇
所

へ
の
対
応
の
滞
り
等
、
諸
案
件
へ
の
対

応
の
遅
延
が
見
受
け
ら
れ
る
。

　
「
少
額
の
維
持
補
修
は
校
長
の
裁
量
に

委
ね
る
」
こ
と
や
「
地
域
教
育
行
政
の

窓
口
機
能
を
有
す
る
教
育
支
所
が
初
期

対
応
を
担
う
」
な
ど
、
学
校
施
設
の
安

全
対
策
に
迅
速
か
つ
柔
軟
に
対
応
で
き

る
体
制
を
構
築
願
い
た
い
。

回
答　

（
１
）高
木
対
策

　
高
木
に
つ
い
て
は
４
〜
５
年
の
周
期

で
管
理
が
図
れ
る
よ
う
、
当
初
予
算
に

位
置
付
け
て
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
な
お
、
大
平
東
小
学
校
及
び
大
平
西

小
学
校
を
含
む
５
校
の
高
木
に
つ
い
て

は
、
２
月
に
管
理
作
業
を
実
施
い
た
し

ま
し
た
。

（
２
）安
全
対
策
に
係
る
迅
速
か
つ
柔
軟

　
　
な
対
応

　
比
較
的
少
額
の
修
繕
に
つ
い
て
は
、

速
や
か
に
修
繕
で
き
る
体
制
を
整
え
て

い
る
ほ
か
、
本
年
度
よ
り
教
育
支
所
を

地
域
の
窓
口
と
位
置
づ
け
、
学
校
か
ら

の
報
告
や
状
況
確
認
な
ど
の
対
応
を
担

う
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
学
校
の
先
生
方
と
の
連
絡

を
密
に
し
な
が
ら
、
よ
り
実
態
に
即
し

た
対
応
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

大
平
地
域
公
立
学
校
施
設
の
充
実
に
つ
い
て

意
見

（
１
）大
平
中
学
校

　

現
在
、
栃
木
市
の
公
立
学
校
の
中

で
、
自
校
の
プ
ー
ル
を
利
用
で
き
な
い

の
は
大
平
中
学
校
の
み
で
あ
る
。　

　
当
協
議
会
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
大
平
中
学
校
の
生
徒
か
ら
プ
ー

ル
建
設
の
要
望
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
た

め
、
十
分
に
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

　
ま
た
、
建
設
が
難
し
い
場
合
に
お
い

て
は
、
民
間
室
内
プ
ー
ル
の
活
用
等
も

検
討
い
た
だ
き
た
い
。

（
２
）大
平
南
小
学
校

　
体
育
館
が
老
朽
化
し
、
防
災
施
設
の

機
能
を
果
た
せ
な
い
懸
念
が
あ
る
た

め
、
校
舎
建
て
替
え
に
併
せ
て
、
体
育

館
を
建
て
替
え
る
こ
と
も
検
討
い
た
だ

き
た
い
。

（
３
）大
平
西
小
学
校

　
校
庭
の
白
砂
に
つ
い
て
は
、
反
射
に

よ
る
眩
し
さ
か
ら
児
童
へ
の
健
康
被
害

が
懸
念
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、

粒
が
粗
く
、
児

童
の
怪
我
も
絶

え
な
い
等
の
問

題
も
生
じ
て
い

る
た
め
、
砂
の

入
れ
替
え
の
検

討
を
要
望
す
る
。

回
答

（
１
）大
平
中
学
校

　
プ
ー
ル
建
築
に
つ
い
て
は
、
教
育
課

程
に
お
け
る
必
修
時
間
と
の
兼
ね
合

や
、
建
設
・
維
持
管
理
に
伴
う
費
用
の

問
題
等
を
考
慮
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
ま
ず
学
校
プ
ー
ル
に
つ
い
て
、
全
市

的
に
新
設
、
集
約
化
、
民
間
施
設
利
用

な
ど
様
々
な
角

度
か
ら
検
討
を

行
い
、
そ
の
中

で
大
平
中
の
整

備
方
針
を
定
め
、

整
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

（
２
）大
平
南
小
学
校

　
体
育
館
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
度

の
耐
震
補
強
工
事
に
よ
り
、
建
物
の
耐

震
性
能
は
大
き
く
向
上
し
、
避
難
所
と

し
て
の
最
低
限
の
機
能
は
図
ら
れ
ま
し

た
。
今
後
は
、
市
内
全
施
設
の
施
設
整

備
計
画
方
針
の
中
で
、
改
修
・
改
築
工

事
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
３
）大
平
西
小
学
校

　
校
庭
の
白
砂
に
つ
い
て
は
、
水
は
け

を
良
く
す
る
た
め
取
り
入
れ
ら
れ
た
も

の
で
す
。
同
様
の
白
砂
は
市
内
外
の
小

中
学
校
で
も
使
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
ら
の
学
校
の
状
況
を
調
査
し
た
上

で
、
水
は
け
が
悪
く
な
ら
な
い
よ
う
検

討
し
、
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

現
代
社
会
の
変
化
に
伴
う
教
育
環
境
の

整
備
に
つ
い
て

意
見

（
１
）外
国
人
児
童
・
生
徒
へ
の
対
応
に

　

   

つ
い
て

　
大
き
な
企
業
が
存
在
し
、
外
国
人
を

多
く
抱
え
る
大
平
地
域
で
は
、
そ
の
子

ど
も
た
ち
の
教
育
問
題
が
深
刻
化
し
つ

つ
あ
る
。
以
下
の
現
状
を
把
握
し
、
状

況
に
応
じ
た
対
応
を
願
う
。

①
言
葉
の
壁

　
大
平
地
域
内
の
日
本
語
教
室
に
通
う

こ
と
で
、
日
常
会
話
程
度
の
語
学
力
を

習
得
し
て
い
る
が
不
十
分
で
あ
る
。

②
習
学
の
壁

　
日
常
会
話
程
度
は
話
す
こ
と
が
出
来

て
も
、
学
習
言
語
の
習
得
は
困
難
で
あ

り
、
特
に
小
学
校
高
学
年
か
ら
周
り
の

児
童
・
生
徒
と
同
じ
よ
う
に
学
習
す
る

こ
と
が
非
常
に
難
し
い
。

（
２
）発
達
障
が
い
児
童
への
対
応
に
つい
て

　
発
達
障
が
い
を
持
つ
児
童
に
対
応
す

る
た
め
、
本
市
で
は
支
援
員
を
各
学
校

に
数
名
ず
つ
配
置
し
て
い
る
が
、
人
数

が
足
り
て
い
な
い
。

　
地
域
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

制
度
の
構
築
等
、
新
た
な
支
援
制
度
の

検
討
が
必
要
で
あ
る
。

（
３
）温
暖
化
への
対
応

　
今
後
建
替
え
を
す
る
学
校
に
は
、
エ

ア
コ
ン
を
設
置
す
る
と
聞
い
て
い
る
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今
後
の
地
域
協
議
会
の
予
定

◆
第
３
回
大
平
町
地
域
協
議
会

　
　
６
月
26
日（
木
）午
後
１
時
30
分
〜

◆
第
４
回
大
平
町
地
域
協
議
会

　
　
７
月
25
日（
金
）午
後
１
時
30
分
〜

　
【
場
所
】大
平
総
合
支
所

　
　
　
　
　
　
　
別
館
大
会
議
室

　

※

会
議
は
傍
聴
で
き
ま
す
の
で
、ご
希
望
の

　
　
方
は
、開
始
時
間
ま
で
に
会
場
へ
お
越
し

　
　
く
だ
さ
い
。

地
域
の
皆
さ
ん
の

　
　
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
大
平
地
域
の
こ
と
に
つ
い
て
、ご
意
見
等

が
あ
り
ま
し
た
ら
、左
記
の
電
話
や

F
A
X
、メ
ー
ル
等
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い（
様

式
不
問
）。

　
ご
意
見
等
の
内
容
に
よ
っ
て
、地
域
協

議
会
で
検
討
い
た
し
ま
す
。

大平町地域協議会だより
　　　　　　　　―第32号―
　　平成 26年 5月20日発行

発行　大平町地域協議会研究会
〒329-4492 栃木市大平町富田558番地
大平総合支所地域まちづくり課
（電話）0282-43-9205
（FAX）0282-43-8818
（E-mail）o-chiiki@city.tochigi.lg.jp

回
答　

（
１
）外
国
人
児
童
・
生
徒
へ
の
対
応
に

　

  

つい
て

　
外
国
人
児
童
生
徒
の
転
入
状
況
及
び

初
期
指
導
の
定
着
状
況
の
実
態
把
握
に

努
め
る
と
と
も
に
、
初
期
指
導
後
の
支

援
や
多
言
語
へ
の
対
応
等
、
状
況
に
応

じ
た
支
援
体
制
に
つ
い
て
検
討
し
、
外

国
人
児
童
生
徒
が
通
常
学
級
で
の
授
業

を
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
よ
う
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
２
）発
達
障
が
い
児
童
への
対
応
に
つい
て

　
平
成
26
年
度
か
ら
、
児
童
生
徒
の
特

性
や
障
が
い
の
状
況
等
に
応
じ
た
支
援

員
の
適
正
配
置
を
図
る
予
定
で
す
。

　
地
域
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制

度
の
構
築
は
、
子
ど
も
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
危
惧
す
る
意
見
が
あ
っ
た
こ
と

や
、
子
ど
も
一
人
一
人
の
特
性
に
応
じ

た
適
切
な
支
援
と
い
う
点
で
、
専
門
的

な
知
識
や
深
い
理
解
が
必
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
現
時
点
で
は
困
難
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
各
学
校
で
は
対
応
に
苦
慮

し
て
い
る
の
で
、
特
別
支
援
教
育
関
係

の
担
当
経
験
者
等
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
制
度
の
導
入
や
専
門
的
な
見
地
の
あ

る
人
材
の
活
用
な
ど
、
専
門
性
の
あ
る

支
援
体
制
の
構
築
、
ま
た
、
よ
り
専
門

性
の
高
い
支
援
者
養
成
も
行
っ
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
「
こ
ど
も
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
と
連
携
を
密
に
図
り
な
が
ら
、

よ
り
充
実
し
た
支
援
体
制
の
構
築
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
３
）温
暖
化
への
対
応

　
現
在
、
児
童
・
生
徒
の
安
心
・
安
全

の
た
め
、
耐
震
工
事
及
び
改
築
工
事
を

優
先
し
て
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
今
後

は
、
教
育
環
境
の
向
上
を
図
る
た
め
、

小
中
学
校
の
全
学
級
へ
の
空
調
機
の
配

備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
来
年
度
中
に
は
全
中
学
校
へ
の
配
備

を
済
ま
せ
、
小
学
校
に
つ
い
て
も
順
次

整
備
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。
な

お
、
音
楽
室
等
の
特
別
教
室
も
、
空
調

機
設
置
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
空
調

機
設
置
ま
で
は
、

扇
風
機
の
配
備

や
日
射
を
和
ら

げ
る
工
夫
な
ど

に
よ
り
対
応
し

て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

通
学
路
の
安
全
確
保
に
つい
て

意
見　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
交
通
安
全
へ
の

意
識
向
上
を
図
る
た
め
、
通
学
路
に
対

し
て
視
認
性
の
高
い
カ
ラ
ー
リ
ン
グ
を

実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
。　

　
ま
た
、
通
学
路
の
安
全
対
策
を
優
先

的
に
考
え
て
い
た
だ
き
、
予
算
増
額
に

つ
い
て
も
併
せ
て
要
望
す
る
。

回
答　
毎
年
５
月
に
通
学
路
の
安
全
点

検
を
実
施
し
、
危
険
箇
所
の
洗
い
出
し

を
進
め
る
と
と
も
に
、
路
面
標
示
の
補

修
・
追
加
や
、
主
要
な
通
学
路
の
カ

ラ
ー
化
な
ど
、
即
効
性
の
あ
る
対
策
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
度
も
、
大
平
地
域
内
２
箇
所
を

含
む
７
箇
所
に
お
い
て
対
策
を
実
施
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
、
通
学
路
歩
道
部
の
カ
ラ
ー
化

等
に
つ
い
て
は
、
順
次
対
策
を
講
じ
る

も
の
と
し
、
学
校
に
お
い
て
は
、
日
ご

ろ
の
安
全
指
導
に
加
え
、
警
察
や
交
通

安
全
協
会
等

と
連
携
し
、

実
践
的
な
交

通
安
全
教
育

や
交
通
安
全

啓
発
活
動
、

学
校
周
辺
の

注
意
喚
起
看

板
の
設
置
等

を
継
続
し
て

ま
い
り
ま
す
。

が
、
既
設
の
学
校
に
つ
い
て
は
、
当
面

は
現
状
の
ま
ま
に
な
る
と
思
わ
れ
る
の

で
、
状
況
に
応
じ
た
対
応
を
お
願
い
し

た
い
。

　
具
体
の
案
件
で
は
、
大
平
南
中
学
校

４
階
の
１
教
室
で
は
、
７
月
上
旬
で

35
℃
に
も
達
し
て
お
り
、
生
徒
の
健
康

へ
の
被
害
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
の
で
、

早
急
な
対
応
を
要
望
す
る
。


